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特性が期待 される。 この研究 によ り得 られ
た知見は、さらに、ポ リニア海域 における








300nmか ら1100nmの 波長域 の相対光強




a.光 質 の シ ミュ レー シ ョン
単色 光源 であ る青 、青緑、黄 色LEDを 組
み合 わせ 、測定 され た海 洋 の光 質 をできる
限 り再 現す る。
b.光 強 度 のシ ミュ レー シ ョン
LED光 源 は直流電流 を制御す る ことで容
易 に光強度 を調節 でき る。本研 究で は、
D/Aコ ンパ..__タを介 して 、PCに よ り電 源
を制御す る ことで、光 強度 を再現す る。
c.そ の他 の環境 のシ ミュ レ.....ション
温度 、栄養塩類 の環境 な どの実測 も随時





















図1.真 鶴 港 沖 合 水 中 の 光 ス ペ ク トル
た。 現場環境 に関す る情報 が集積 中で ある
こと、藻類 ブルーム時 の優 占種 で あった
Skeletonemacostatum(Grev)Cleve種
(珪藻)の 単 離 に既 に成功 して いる こ と、
さ らにアクセ スが容 易で頻 繁 に調 査が行 え
る ことか ら沿岸海洋(相 模 湾 、真鶴 港沖合)
で実測 を行 った。沿岸 海洋 の水 中で は光強
度が急速 に低下 した 。 さ らに、光 強度の低
下 とともに光質 も大 き く変化 して いた。海
水面 に到 達 した太 陽光 の約10%の 光強度 を
示 した水 深15mで は、496nmに 単一 の ピー一
クを持 つ青緑色 の光組 成 を示 した(図1)。
同 じよ うに生産性 の高 い沿岸 海洋北海道 サ
ロマ湖 にお いて も、藻類 のブルームが期 待
され る冬季(2月15日)に 調査 を行 った。
この時期 には海水 中のみ な らず、海氷 中 に
も藻類 の集積 が認 め られ た。海氷 による吸
収 に加 えて これ ら藻類 によ り太 陽光 が吸収
されたた め、光 強度 は海氷 直下で も海水面
に到達 した太 陽光 の約1%に 過 ぎなか った。
光質 も大 き く変化 して お り、藻類 の吸収 の
小 さい550nmに 単一 の ピ..,..クを持 つ緑色 の
光組成 を示 した。 さ らに、水深5mの 光組
成 と海 氷直下 の光組 成の比較 か ら、水 中で
600～700nmの 波長 の光が特異 的 に吸収 さ
れ ることが 明 らかにな った(図2)。 この
特異 的吸収 は海 水の吸収 とは大 き く異 な り、
海水 中に浮遊す る植物 プ ランク トン等 の懸
濁物 によ り吸収 されて いる ことが推定 され











































図3.青 緑LEDの 波 長 特 性
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